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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B1
社会情勢の変化に対応する警察力の強化 警察費 警察活動費 一般活動費

宣言項目   

分野施策   

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　　なし

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金

決定額 △6,697 △6,697 58,272

現計額 64,969 22,000 42,969

令和 2年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

警察活
動費

事 業
期 間

令和 2年度～ 根 拠
法 令

警察法、道路交通法、交通安全対策基本法、埼玉県地方警察
職員定数条例第３条

　　刻々と変化する社会情勢に対応するための警察基盤
　を強化する。

  (1) 契約差金等による減額
　　ア　通学路等における効果的な交通指導取締の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 △6,688千円
　(2) 節約による減額
　　ア　山岳救助隊の体制強化　　　　　　　 △9千円

（1） 事業内容
　　ア　山岳救助隊の体制強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　旅費、消耗品、資機材備品購入、講習負担金
　　イ　通学路等における効果的な交通指導取締の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　消耗品、可搬式速度違反自動取締装置購入費
　　ウ　高度交通事故分析システムの構築　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　高度交通事故分析システム保守付きリース
　　エ　先進技術の活用による警察活動の質的向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　消耗品（ソフトウェア）、導入・運用支援委託

（2） 事業計画
　　　社会情勢の変化に対応するため、警察職員の体制の確保、資機材の整備、交通事故防止に向けた対策の推進を図
　　る。

（3） 事業効果
　　　警察活動基盤の強化で社会情勢の変化に対応することにより、県民が安全で安心して暮らせるまちづくりを実現す
　　る。

（4） 補正予算の概要
　　ア　契約差金等による減額
　　イ　節約による減額

　　(県 10/10)

補正後の
予算額

― 警察本部 B1 ―
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